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事業性データの収集 基本的な考え方 

 

 

事業性データの収集の狙い 

 

  国の実証プロジェクトにおける事業性データの収集の狙いは、事業者によ

る自動走行による移動サービスの事業性の検討・判断や、自治体のまちづく

りや公共交通のあり方の検討に活かすことにより、その時点の自動走行技術

を活かした事業化を加速し、様々な地域における自動走行の社会実装の動き

を後押ししていくことにある。 

 

一つの実証プロジェクトより得られる事業性データを超えて、官民の協力体

制の下、様々な地域における実証プロジェクトの事業性データを収集・共有し

ていくことによって、参考となるデータの質量を高め、事業者や自治体にとって、

先行事例も踏まえて、事業性の検討・判断に活かしやすくなることを目指す。 

 

 

収集データの考え方 

 

地域の人手不足、移動弱者の解消、公共交通網の維持や交通事故の削減

といった社会課題の解決を目指すためには、こうした地域の具体的な移動ニ

ーズや需要のある地域において、事業者や自治体が協力して地域のニーズ

に適った移動サービスを実際に提供できる能力を有すること、が不可欠とな

る。 

 

このため、収集すべき事業性データとしては、大きく分けて、①移動サービ

スの利用者がどのような場面でどのように使うニーズがあるかという「利用者

のニーズ・需要」に関するデータと、②移動サービスの提供側である事業者や

自治体が実際にサービスを提供することが可能かどうかという「サービス提供

側の能力」に関するデータ、を収集していくことが必要と考えられる。 

 

実際に各実証プロジェクトの事業性データを収集する際は、上記の考え方

を十分に踏まえ、可能な限り有意なデータとなるよう、地域の実情や実証プロ

ジェクトの特性に応じ、最適な対象者から、必要な情報・データを、最適に選

択・組合せて収集することが重要である。 

 

 

資料１-１ 
 



2 

 

収集すべきデータ 

 

１．利用者のニーズ・需要に関するデータ 

 

移動サービスの事業性を判断するためには、事業化した場合に乗客がど

のくらい確保できるかどうか見通しを検討する必要があり、乗客となる者がい

るか、その者がどのような考え・移動ニーズを持っているかというデータを収集

する。 

具体的には、移動サービスの導入が想定される路線の周辺に乗客となる

可能性がある人口が望めるか、乗客として移動することが考えられる施設が

存在するか、需要に変動を与える可能性のある要因の情報を収集する。あわ

せて、住民や乗客の基礎的な情報、普段の移動手段、自動走行による移動

サービスに対する考え方・受容性に関する情報を収集することが必要となる。 

これらの情報は、住民や乗客のアンケートや独自調査で収集する方法に加

え、自治体等が既に調査を行っている可能性も考えられるため、地域の実情

等に応じて、可能な限り有意なデータとなるよう、最適に選択・組合せて収集

することが適切である。 

 

２．サービス提供側の能力に関するデータ 

 

移動サービスの事業性を判断するためには、サービスを提供する側にどの

程度の能力があるかを確認する必要があり、自治体、移動サービス提供者、

運行事業者（バス・タクシー事業者等）が、協力して課題に取り組める能力が

あるかというデータを収集する。 

具体的には、自治体に関しては、単独で自動走行の事業化モデルを検討

することは容易ではないものの、公共交通への関与が高い自治体や、将来の

まちづくりについて具体的な検討を進めている自治体については、自動走行

技術を用いた移動サービスの導入検討・具体化にも積極的に関与する可能

性も高いと考えられることから、将来のまちづくりや公共交通の検討に関する

情報を収集する。 

運行事業者に関しては、自動走行の技術を使える見通しがあるか、どのよ

うな運行形態・路線での導入が考えられるか、運行事業者の実行力を把握す

るデータを収集する。 

なお、当面の実証プロジェクトについては、実証内容から実際に収集できる

情報・データが極めて限られるケースも多いものと考えられる。本基本的考え

方を踏まえつつ、まず本年度は、情報収集の対象となる者毎にデータを収集

しフォーマットにまとめることとする。本年度に実際に収集された事業性データ

を踏まえ、より有意なデータ収集を進める観点から、望ましいフォーマットへの

改良について、柔軟に検討することとする。 
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                                （別紙） 

収集すべき事業性データ 

 

 

    

 

 

 


